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フィルム ・ ライブラリー

牛

原

虚

彦

ハ
ン
ガ
リ
イ
映
画
の
現
在

フ
4
ル
ム
・
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
の
特
別
鑑
賞
会
で
は、
歴
史
的

な
価
値
の
あ
る
芸
術
性
豊
か
な
古
典
映
画
を
と
り
上
げ
て
き
ま

し
た
が、
今
回
は
そ
の
第
二
七
回
と
し
て、
五
月―
―一
日
か
ら

六
月
五
日
ま
で、
毎
週
二
回
（
日・
水
曜
日
の
二
時）「
ヨ
ー
ロ

ッ
バ
の
何
処
か
で」
を
士
映
し
ま
す。

時
別
鑑
賞
会
で
戦
後
の
映
画
を
と
り
上
げ
る
の
は、
こ
れ
が

は
じ
め
て
で
す
が、
こ
の
映
画
は
日
本
で
は一
九
五
二
年
二
月

―
二
日、
ス
バ
ル
座
で
初
公
開
さ
れ、
ま
た一
九
四
九
年
六
月、

国
連
映
画
委
員
会
の
推
奨
を
受
け
る
な
ど、
国
際
的
な
反
孵
を

呼
び、
ハ
ン
ガ
リ
ー
映
画
の
名
を
高
め
た
作
品
で
す。
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ハ
ン
ガ
リ
イ
の
首
都
プ
タ。ヘ
ス
ト
は
ド
ナ
ウ
河
を
は
さ
ん
だ

プ
タ
と
ペ
ス
ト
の
二
つ
の
地
域
か
ら
な
っ
て
い
る。
ペ
ス
ト
に

国
立
第一
撮
影
所、
映
画
高
等
専
門
学
校、
フ
イ
ル
ム
・
ラ
イ

プ
ラ
リ、
プ
ダ
に
国
立
第
二
撮
影
所、
翻
訳
映
画
製
作
所
（
外

国
映
画
ハ
ン
ガ
リ
イ
版
製
作）
な
ど
が
あ
る。
ハ
ン
ガ
リ
イ
の

ラ
ド
ヴ
ァ
ニ
イ
映
画一
九
四
八
年
製
作

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
何
処
か
て
」

「
ヨ
ー
ロ。ハ
の
何
処
か
て」
鑑
賞
会
に
つ
い
て

• - . l一 ，

映
画
製
作
の
歴
史
は
ふ
る
＜、
第一
撮
影
所
は一
九一
六
年
に

創
設
さ
れ
た
旧
民
間
撮
影
所
を
近
代
的
に
改
善
拡
充
し
た
も
の

で
あ
る。
撮
影
所
は
い
づ
れ
も
ソ
ヴ
ィ
エ
ト、
イ
ギ
リ
ス、
フ

ラ
ン
ス
な
ど
の
新
鋭
機
材
で
装
備
さ
れ、
そ
の
増
設
も
進
行
中

で
あ
っ
た。
し
か
し、
そ
の
製
産
盤
は、
き
わ
め
て
少
な
い。

一
九
五
五
年
度
の
製
作
本
数
は
劇
映
画―
-
、
記
録
映
画
五

ニ
ュ
ウ
ス
映
画
各
週一
で、
と
う
て
い
自
国
映
画
の
み
で
大
衆

の
要
望
を
み
た
し
ぎ
れ
る
最
で
は
な
い。
一
九
五
二
年
に
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
他
界
し
た
ハ
ン
ガ
リ
イ
人
で
世
界
的
に
名

の
知
れ
た
映
画
理
論
家（「
映
画
の
理
論」
其
他
の
著
者）
の
ヴ

ェ
ラ
・
バ
ラ
ァ
ジ
ュ
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
故
プ
ド
フ
キ
ン
監
督

（
ハ
ン
ガ
リ
イ
に
二
年
間
滞
在
し
た）
な
ど
も
理
論
と
実
践
の

面
で
ハ
ン
ガ
リ
イ
映
画
人
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
っ
た
時
代
も

あ
っ
た。
し
か
し、
現
在
の
ハ
ン
ガ
リ
イ
映
画
人
は
理
論
や
技

術
の
研
究
も
活
澄
で
な
く、

映
画
作
家
の
活
動
も、

み
ん
な

「
わ
が
道
を
行
く」
と
い
っ
た
有
様
で、
製
作
量
過
少
の
最
大

の
原
因
は
国
の
財
政
の
貧
困、
企
画
脚
本、
技
術
経
験
の
不
足

に
あ
る
と
謙
虚
に
反
省
し
て
い
る。

一
九
五
五
年
秋、
私
が
ブ
ダ
ペ
ス
ト
を
訪
問
し
た
と
き、
ハ

ン
ガ
リ
イ
に
は一
四
名
の
劇
映
画
監
督
が
い
た。
代
表
的
な
監

督
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ。ハ
の
何
処
か
で」
の
ゲ
ザ
・
ラ
ド
ヴ
ァ
ニ
イ

ゾ
ル
タ
ン
・
フ
ァ
ブ
リ
（「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ・
ダ
ン
ダ
ン」）、
ラ
ズ

ロ
・
ラ
ノ
デ
ィ
（「
ギ
ャ
ッ
プ」）、
フ
リ
ジ
ェ
ス
・
バ
ン（「
わ
れ

ら
の
大
地」、
こ
の
監
督
は、
こ
の
作
品
以
来
既
に
「
コ
ジ
ュ
ウ

ト
大
賞」
を――一
回
も
受
け
て
い
る。）
チ
ャ
ア
ル
ズ
・
マ
ク([
第

九
号
病
棟」）、
ゾ
ル
タ
ン
・
ヴ
ァ
ル
コ
ニ
イ（「
奇
妙
な
符
号」）

な
ど
で
あ
ろ
う。

「
わ
れ
ら
の
大
地」
は一
九
四
八
年
度
の
作
品、
貧
農
と
富

農
の
耕
地
の
争
い
を
描
い
た
作
品、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
何
処
か

で」
と
と
も
に
戦
後
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
映
画
復
興
の
先
駆
的
役
割

を
は
た
し
た
傑
作
と
い
わ
れ
て
い
る。

ラ
ド
ヴ
ァ
ニ
イ、
バ
ン
の一一
人
を
老
練
第一
線
と
す
れ
ば、

最
も
将
来
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
チ
ャ
ア
ル
ズ
・
マ
ク
で、

そ
の
「
第
九
号
病
棟」(-
九
五
五
年
度
作
品）
は
国
立
病
院
の

官
僚
主
義
と
腐
敗、
そ
し
て
そ
の
犠
牲
と
な
る
癌
患
者
の
労
働

者
を
鋭
ど
い
タ
ッ
チ
で
描
い
た
秀
作
で
あ
る。

前
述
の
よ
う
に
作
品
の

蔑
は、
き
わ
め
て
少
な
い。

ま
た
ハ
ン
ガ
リ
イ
の
映
画

人
は、
そ
の
芸
術
的
価
値

に
つ
い
て
も
ひ
ど
く
諒
遜

す
る
が、
ハ
ン
ガ
リ
イ
映

画
の
量
に
比
較
す
る
と、

質
の
優
れ
た
作
品
の
率

は、
た
い
へ
ん
高
く、
こ

と
に
私
た
ち
日
本
人
の
心

に
強
く
訴
え
る
作
品
が
多

ぃ。
撮
影
所
の
懇
談
会
で、

若
い
監
督
の
コ
ザ
が
菊
池

寛、
芥
川
竜
之
介、
現
代
作
家
の
里
見
群、
志
賀
直
哉
諸
先
生

の
愛
読
者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
「
こ
こ
に
日
本
文
学
の
研
究

者
が
い
る
と
は」
と
お
ど
ろ
い
た
私
に
「
研
究
者
と
い
わ
れ
て

は
顔
が
赤
く
な
る。
日
本
文
学
は
僕
に、
び
っ
た
り
く
る
の
で

好
き
な
の
で
す
よ。」

と
微
笑
ん
だ
彼
の
澄
み
き
っ
た
眼
を、

私
は
い
ま
も
忘
れ
得
ぬ。
私
は、
そ
こ
に
東
方
の
血
の
つ
な
が

り
を
み
つ
け
た
気
が
し
た
の
で
あ
る。

国
立
映
画
専
門
学
校
の
卒
業
製
作
の
ひ
と
つ
の
「
帰
宅」（
ょ

う
や
く
釈
放
さ
れ
て
捕
幽
生
活
を
終
え、
十
年
ぶ
り
に
帰
国
す

る
男
と
不
幸
な
妻
を
描
く
短
篇
劇
映
画）
に
し
て
も、
こ
の
夫

婦
の
傷
ま
し
い
再
会
の
心
理
描
写
は、
し
み
じ
み
と
静
か
で、

し
か
も
激
情
を
た
た
え
て
い
て
優
れ
た
日
本
映
画
の
趣
き
深
い

も
の
が
あ
っ
た。

こ
の
映
画
高
等
専
門
学
校
に
は
国
中
か
ら
の
英
オ
が
集
ま
り

国
費
で
専
門
教
育
を
う
け
て
お
り、
最
近
の
卒
業
生
で
は
タ
マ

ス
・
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ（「
ジ。フ
ジ
イ
は
踊
る」、
色
彩
短
篇、
東
和

映
画
輪
入、
未
公
開）
な
ど
が
い
て、
甲
日
の
ハ
ン
ガ
リ
イ
映

画
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
る。
わ
が
国
に
も、
い
ま
す
こ
し
ハ

ン
ガ
リ
イ
映
画
を
輸
入
し
た
い
も
の
で
あ
る。

（フ
イル
ム・
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
蓮
営
委
員）

写
真は、
ペ
ス
ト
のハ
ン
ガ
リ
イ
国立
映
画
高
咎
専
門
学
校、
卒
業
製
作の
現

状
（
学
校
内の
ス
タ
ジ
オに
て11
筆
者
禄
彩）


